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W107a ASTRO-H衛星搭載HXI/SGDの電源制御回路部（CPMU）の開発
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2014年打ち上げ予定の次期X線天文衛星ASTRO-Hには、硬X線撮像検出器（HXI）・軟ガンマ線検出器 (SGD)
が搭載される。両検出器は Camera Power Management Unit (CPMU)と呼ばれる基板を用いて、HXI/SGDへ
の電源の供給と制御、HXI/SGD用高圧電源のコントロール、他に温度や電圧などのモニタを行って検出器の状
態監視（HK）データを生成する。今回我々はCPMUの試作機の開発をして機能試験を実施した。CPMUに対し
てコマンドを送信しHKデータを受け取るデータ制御系を構築し、電源電圧のOn/Off、高圧電源のOn/Off、高
圧値制御、温度・電圧モニタのHKデータの各機能が仕様とおりの振る舞いをするかを検証した。さらに検出器
に異常電流が流れたときに保護する過電流検出回路が正常に働くことも確かめた。本講演ではこれらの結果と今
回の検証からフィードバックする必要がある改善点、そして今後の衛星搭載機の開発へ向けての計画を述べる。


